
３-５ ホーンセクションの
アーティキュレーション（奏法）
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アーティキュレーションの基本

アーティキュレーションとは、演奏に多彩なニュアンスをつける行為、あるいは記

号、奏法などのことをさす。アーティキュレーションのない演奏は無味乾燥とした

機械的なものだが、様々なアーティキュレーションをつけることによって、生き生き

とした人間味溢れる演奏が実現できる。
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【参考】モックアップにおけるアーティキュレーション

モックアップにおいては、さまざまな「奏法」をあらわす意味で「アーティキュレーション」という言葉が使用

されることがある。

スピッカートやアクセントなど、独自の奏法を収録した専用の音色が用意されており、これらを総じて

「アーティキュレーション」と呼ぶことも多い。



■グリッサンド

指定した音程を滑らかにつなげて演奏するテクニック。トロ
ンボーンでは無段階に、トランペット、サックスでは２音間を
半音やスケールでつなげて演奏するのが基本。

ホーンセクションのアーティキュレーション①

■ レガート・スラー

２つ以上の音を切れ目なくつなげて演奏する奏法。レガート
やスラーが表記されたフレーズ内は、息継ぎやタンギング
をしないで演奏するため、滑らかに音がつながるのが特徴。

■グリスアップ・グリスダウン

指定したノートへ駆け上がる、または指定したノートから駆
け下がる奏法。後者は「フォール」ともいう。
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■ スタッカート

ひとつひとつの音を短く切って演奏する奏法。細かい音符
でスタッカートが連続する場合は、ダブルタンギング、トリプ
ルタンギングといったタンギングのテクニックを使う。

■マルカート

ひとつひとつの音をはっきりと演奏する奏法。ベロシティで
アタックを強めることでアクセントに変化させることもできる。



ホーンセクションのアーティキュレーション②

■トリル・シェイク ■コン・ソルディーノ

■フラッタータンギング

■グロウル

２つの音程を交互に素早く行き来しながら演奏する奏法。2
度で行き来する場合をトリル、3度以上で行き来する場合は
シェイクと覚えるとわかりやすい。

いわゆる「ミュート（弱音器）」をつけて演奏する奏法。スト
レートミュート、カップミュート、ハーマンミュートなど、ミュート
の種類も様々で、それぞれ特有の音色を持っている。

巻き舌をしながら演奏する奏法。ブルブルとした荒々しい音
色を得ることができる。

喉をうならせながら演奏する奏法。ディストーションのような
歪んだ音を出すことができる。
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■ハーモニクス（フラジオ）

サックスのみの特殊奏法。いわゆるハーモニクスで、倍音
を演奏することで音域外の高音を演奏することができる。



ホーンセクションの
モックアップ手順
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ホーンセクションのモックアップ手順

① ベタ打ちする

② 必要なアーティキュレーションを選定する

③ ベロシティ＆デュレーションを調整する

④ アーティキュレーションを専用音色に置き換える

⑤ エクスプレッションを書く

⑥ 微調整して仕上げる
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① ベタ打ちする

まずはシンプルにフレーズをベタ打ちしよう。手元に楽譜があるなら、楽

譜の通りに打ち込めばOK。
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②必要なアーティキュレーションを選定する

つぎに、フレーズの演奏に必要なアーティキュレーションを選定していこう。打ち込

む前に、以下の４点を歌いながら見つけていくとよい。

⚫ スラーをつけたい場所

⚫ スタッカートで短く切って演奏したい場所

⚫ マルカートではっきり演奏したい場所

⚫ アクセントで強調したい場所

気持ちよく歌えるアーティキュレーションが決まったら、楽譜にアーティキュレー

ションを書き込んでいくのがオススメ！
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②必要なアーティキュレーションを選定する
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③ベロシティ、デュレーションを調整する

つぎに、ベロシティとデュレーションを調整していく。以下のように調整しよう。

⚫ レガートで演奏したい場所

➢ 全てのノートのデュレーションをスキマなく接着させる

➢ ベロシティで先頭のノートのアタック感を決める

⚫ 歯切れ良く演奏したい場所

➢ 各ノートの間にスキマを設ける

➢ スタッカート、マルカート、アクセントがそれぞれ気持ちよく聞こえるアタック感をベロシティで調

整する
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③ベロシティ、デュレーションを調整する
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④アーティキュレーションを専用音色に置き換える

つぎに、各アーティキュレーションを専用音色に切り替えていく。キースイッチをう

まく活用するのもオススメ。以下のものはこのタイミングでしっかり置き換えておこ

う。

⚫ エクスプレッションの必要ないスタッカート

⚫ 明らかに音色が変化する特殊奏法

一方、マルカートやアクセントに関しては、エクスプレッションで表現した方がリア

ルになることも多いため、この時点では無理に置き換えなくてもOK。
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④アーティキュレーションを専用音色に置き換える
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⑤ エクスプレッションを書く

つぎに、エクスプレッションを入力していく。まずは以下のものを中心にエ

クスプレッションでニュアンスをつけよう。

⚫ クレッシェンド・デクレッシェンド

⚫ フォルテピアノ

⚫ マルカート・アクセント

これらが完了したら、残りの部分の細かい表情づけを行うとよい。
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⑤ エクスプレッションを書く
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⑥微調整して仕上げる

最後に、各所を微調整して仕上げ。エクスプレッションを書いたことで、ベロシティ

やデュレーションなどを微調整したい箇所も出てきた場合は、それらを細かく調整

しよう！
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